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オリエンテーション　事前学習（実施項⽬） フィードバック内容詳細（⾃由記述）

オリエンテーション　事前学習 内容詳細（⾃由記述）

フォローアップ　事後学習（実施項⽬）

インターンシップ　実施項⽬ フォローアップ　事後学習（⾃由記述）

インターンシップ　内容詳細（⾃由記述）

⼯夫ポイント（⾃由記述）

教育的効果（⾃由記述）

改善活動（⾃由記述）

協⼒社員の属性

具体的社員交流

200546

200546

技術系向けオンライン・インターン 「レジェンド・インターン」

2021年2月　2021年8月　2022年2月

2 2 70

理系学生のみを対象

大学1・2年生にも積極的に募集を行った

いいえ

いいえ

いいえ 支給なし

全てオンラインで実施

【疑似体験】ロールプレイングやシミュレーション形式の仕事体験　【疑似体験】課題に対する個人ワーク　【交流】社員の同行等による仕事見学やオフィス・工場・
研究所などの職場見学　【交流】社員との座談会　【その他】職業適性・自己理解などを深めるワーク　【その他】人事や社員による講義・レクチャー　【その他】就
職活動に対するアドバイス・レクチャー

コロナ禍になり、従来、リアルで実施していた技術職希望者向けインターンシップをオンラインでの実施へ切り替えましたたが、オン
ラインでは、実際の職場や仕事の雰囲気が伝わりにくいという課題がありました。そのため、実施方法を大幅に見直し、当社独自の取
り組み「レジェンド・インターン」を開始しました。
社内で講師として活躍していた６０歳以上の元技師長・技監という熟練技術者（レジェンド）５名に、インターンシップ企画段階から
参加頂き、従来の対面インターンとは異なるオンラインとアナログ（リアル工作）を融合した新しいカタチを生み出しました。
具体的には、学生の自宅に、当社の製品開発を体験できる工作キット（ファン）を郵送し、学生達が製作、返送し、各作品を競わせる
形としました。また、１回当たりの参加学生数を抑え（１日程、１０名以下）、各作品に対して、熟練技術者より丁寧に講評をし、今
後へのアドバイスを伝えた。
日程は、半日を、１週間空けて２回行い、初日は、当社の製品に関連する技術講座、及び若手社員とのオンライン座談会、事前に送付
していた工作キットの説明、２日目は、工場の映像紹介・中継を行うバーチャル工場見学、熟練技術者の経験談、そして各作品を競わ
せるトーナメントを行った。
本イベントは、アナログな製作体験、及び熟練技術者からの個人毎にライブでのアドバイスがあることで、モノづくり楽しさを感じて
もらいながら、臨場感も感じて頂ける場面が多く、参加学生からは「オンラインであるにも関わらず、その場にいるようなリアルが味
わえた。」とのコメントを多数頂いた。インターンシップ内では、学生からの様々な質問に熟練技術者が答え、具体的に技術職への
キャリアを考える機会も提供することができた。
　本取り組みは、日経夕刊（2021年10月6日）、日経電子版／日経産業新聞（2021年10月20日）に掲載された。
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主任（チームリーダー）　若手社員　その他

参加社員は、主にインターンシップ担当３、４名、熟練技術者５名、若手技術者数名です。インターンシップ担当と、熟練技術者は全
日程参加し、若手技術者は初日のオンライン座談会のみ参加します。１日程の参加学生は１０名以下にしていますので、学生さんはオ
ンラインにて顔を映して頂き、学生さん同士も自己紹介をしてもらっています。インターンシップ中は、全員が名前を知っている状態
で、学生さんをお名前で呼び、個別に話かけるようにしています。参加者全員がチームという意識でインターンシップを運営していま
す。

開発設計職の業務は、ツールとしてはPC等のデジタル機器を使い行う場面がほとんどですが、まだアナログ的な要素も多く、今回、課
題として設定したファン製作は、「モノづくりの本質、楽しさは、アナログにある」との考えから、敢えて全てアナログで製作するも
のとしました。実際に、デジタルの世界での計算と、リアルでの動きが異なることも多く、その違いも感じてもらうことも目的としま
した。製作にあたっては、細かいルールを設定せず、自由な発想で製作してもらうことにし、独自性を発揮してもらうことにしまし
た。当社は、空調製品も、過去から世界初、日本初といったオリジナリティのある技術、製品を開発しており、独自性を重視している
ためです。
最後に、百選錬磨の熟練技術者を講師として、開発者としての経験談を話したり、学生さんの作品講評、質問対応したりすることで、
当社の開発業務の社風を感じてもらえるようにしました。

インターンシップでは、大学で講師も務める熟練技術者を配置し、技術講座では、学んだことが無い学生にも分かるように、基本的な
空調技術について説明するように心がけました。また、複数人の熟練技術者が自身の長い開発設計経験を話す場面を設け、課題に対し
て、どのように取り組んだか、何を学び、次にどのようにつなげたか等、仕事に向き合う姿勢を様々な角度から伝えるようにし、今後
の人生の参考になるようにしました。

全参加学生にはアンケートを実施し、次回の企画の際に改善を行っています。また他社で行われているインターンシップについても可
能な限り調査し、良い部分があれば取り込むようにしています。

業界・企業・仕事内容の説明　インターンシップの内容説明　インターンシップ参加目的の明確化　人事や社員による講義・レク
チャー　社員との交流・座談会

人事担当よりインターンシップの目的、会社説明を行った後、大学講師も務める熟練技術者より空調機器の様々な話（空調技術の基
礎・技術史、基本的な仕組み、今後の技術の動向）を説明し、基本的な知識をお伝えし、空調業界、又はモノづくりに興味を持っても
らえるようにしています。
また、初日に若手技術者との少人数、オンライン座談会を実施し、業務紹介を通して、実際の職場の雰囲気を伝えています。

個人に対する口頭でのフィードバック

10分～20分程度 プログラムの最後に1回行った

フィードバックは、各学生が製作した作品について、トーナメント中に、敗退してしまった後の熟練技術者より学生１人１人に対して
行う。フィードバックでは、先ず評価ポイントを伝え、敗退につながったと思われる原因、また今後への技術的な改善点を伝え、学生
に話しかけ、学生の反応も確認し意見交換を行う形式で実施しています。自身の経験、また多くの技術者、製品を見てきた熟練技術者
からのフィードバックは、表現が多彩で、１人として同じフィードバックがないところが魅力です。

社員との交流会

非上場

希望学生には、その後、追加で技術者と話ができる機会を設けています。

1，000人～3，000人未満

電子・電気・OA機器


